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〔目的〕日本人の食生活は、でん粉性皿 の減少と皿 °aの増力Uなと湖l旨肪エネ

ルギー比が増大し、摂鴎 旨肪の質だけでなく量についても関 已ヽ力塙 い。本研究は、タンパ

ク質の消化吸収率、生物価、血剽 旨質成分、血漿アミノ酸組成などにおよ(ます摂取脂肪含

量の影響を動物性脂肪と植物性脂肪を用いて検討した。

〔方法〕実験動吻には体重約lOOgのWistar系雄ラットを用いた。試験飼料はカゼイン22％

に油脂9  ％加えた2 ％油脂群、油脂20％加えた20％油脂群を設けた。実験には市販のラー

ドとハイオレイン、ハイリノール紅花油を用いた。飼育試験は飼料と水を自由に摂取させ

３週間行った。飼育開始15日目から代 謝かごで飼育し、糞と尿を分離し窒素出納μ験を行

った。飼育試験終了後、血漿の脂質成分とアミノ酸糾成を測定した。

〔結果〕摂収油脂に関係なく、2% 油脂群に比べ20％nIi脂群は休曇 前|脂 、飼料効率、生
物価とも有 飴こ大であった。しかし、タンパク質の消化吸収率は、摂取油脂の稜頬や量の

影響は少なかった。血漿尿素量は、両油脂とも2 ％潮 旨群に比べ20％油脂群で少なかった。

ラード摂取の血漿中トリグリセリド、コレステロール. HDL- コレステロールは2 ％湖 ぼ'^

に比べ!0％測 ぼ に｣ 二昇した。しかし、mm 摂取の場合、血漿脂質は2 ％湖 旨群と20％

油脂群との間に差はなかった。肺 鵬 とも、印M 旨質含量は2  ％m 脂群に比べ20％nli脂群

で大であった。2 ％湖 旨群に比べ2Q％油昨

合増加したが、紅花油摂取では差がなかった。血漿非必須アミノ酸総量は、両油脂とも含

量の違いによる差はなかった。血漿タウリンは、飼料中油脂含量の上昇によって減少した。
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目的　我々ii, 高齢ラヅトにタンパク質含量の異なる飼料（カゼイン食）を与えて飼育

し，高齢ラットは1  0 ％カゼイン食では十分に窒素平衡と体成分を維持し.   5% という低
いレベルにも適応を示すことを明らかにした。そこで，今回は栄養価の異なるタンパク質

食を与えて高齢ラヅトの栄養に及ぼす影響を検討した。

方法　７ヶ月齢の雄SD ラットを2  0 ％カ イン食に４週間，さらに1  0 ％カゼイン食に

７週間ならした後,   4群にわけそれぞれ1  0% カゼイン食,10% グルテン食,10% ツ
ェイン食および1  0 ％ツェインにトリプトファンとリジンを補足した食餌を与えて7  5 日

間飼育した。飼育期間中，定期的に窒素出納と体脂肪を測定するとともに，採血をおこな

って血中タンパク質，血中脂質の値を測定した。
結果　1  0 ％ツェイン食群の体重は飼育期間中著しく滅少したが，そのほとんどが除脂

肪体成分の減少によるものであった。他の３群には体重の大きな増滅は認められなかった

が，摂食量では1  0% ツェイン（ 十Trp, Lys ）食群が1  0 ％カゼイン食群と1  0 ％グルテ

ン食群を上回っていた。血中総タンパク質とアルブミンの含量は,10 ％カゼイン食群と

1 0  % グルテン食群に比べて1  0 ％ツェイン食群と1  0 ％ツェイン（ ＋Trp，Lys）食群で

低い傾向がみられたが，いずれも正常範囲内であった。血中ゴレステロール値は1  0  ％ツ

ェイン食群と1  0 ％ツェイン（ 十Trp,  Lys）食群で低く，他の２群の1/2以下であった。

トリアシルグリセロール値は1  0 ％カゼイン食群と1  0 % グルテン食群の間では差がなか
ったが,10 ％ヅエイン食群と1  0 ％ツェイン（ 十Trp,   Lys）食群よりも高かった。
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